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公
共
施
設
の

耐
震
化
は
？

佐
藤　

清　

議
員

問　

市
民
会
館
の
耐
震
診
断
調

査
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
施
設
整
備
課
長　

現
在

は
、
現
場
の
コ
ア
抜
き
、
穴
空

け
、
ハ

※

ツ
リ
等
々
を
進
行
中
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
分
析

に
か
か
る
。
最
終
的
に
、
２
月

中
旬
く
ら
い
に
は
判
定
結
果
が

出
る
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。

問　

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
補

強
工
事
は
、
ど
う
い
う
計
画
に

な
っ
て
い
る
か
。

財
政
部
長　

耐
震
補
強
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
等
耐
震

化
安
全
対
策
検
討
委
員
会
で
方

向
性
を
協
議
し
た
い
。

問　

そ
の
ほ
か
の
施
設
の
耐
震

化
計
画
を
伺
う
。

公
共
施
設
整
備
課
長　

現
在
、

対
象
に
な
っ
て
い
る
施
設
は
53

件
で
あ
る
。
順
次
、
耐
震
調
査

を
行
っ
て
、
そ
の
判
定
結
果
で

超
高
齢
社
会

皆
で
支
え
合
う
ま
ち
に

朝
比
奈
通み

ち

子こ　

議
員

問　

民
生
委
員
の
制
度
は
、
今

の
地
域
社
会
の
中
で
無
理
が
来

て
お
り
、改
善
点
が
多
々
あ
る
。

社
会
が
高
齢
者
問
題
で
騒
が
し

い
今
、
仕
組
み
を
つ
く
る
好
機

だ
と
思
う
。
市
が
音
頭
を
取
っ

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
の

共
有
を
進
め
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長　

民
生
委
員
が

独
自
に
収
集
し
た
情
報
は
、
地

区
に
下
ろ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
区
独
自
の
収
集
方
法
な
ど
が

必
要
に
な
る
と
思
う
。
地
域
の

力
が
な
い
と
前
に
進
め
な
い
。

問　

市
役
所
は
具
体
的
に
何
を

す
る
の
か
。

答　

地
域
の
危
機
感
が
あ
っ
て

初
め
て
話
が
出
て
く
る
と
思
う
。

市
で
は
、
地
域
の
方
々
の
支
援

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

問　

超
高
齢
社
会
に
対
す
る
互

助
組
織
、
皆
で
支
え
合
う
ま
ち

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る

機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

答　

そ
う
い
っ
た
見
守
り
事
業

を
進
め
る
上
で
は
、
き
っ
か
け

づ
く
り
が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

問　

市
内
の
業
者
に
、
各
地
域

社
会
の
中
で
異
変
を
感
じ
た
ら

役
所
に
知
ら
せ
て
も
ら
う
見
守

り
協
定
を
考
え
て
ほ
し
い
。

急
げ
！
消
防
車
両
や

施
設
、
装
備
品
の
更
新

吉
田　

宏　

議
員

　

７
月
中
旬
早
朝
、
取
手
一
丁

目
に
お
い
て
、
建
物
火
災
が
発

生
し
、
私
も
消
防
団
員
の
一
人

と
し
て
現
場
に
行
っ
た
。
こ
の

現
場
に
応
援
で
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
我
孫
子
市
消
防
の
新
型
車

両
と
取
手
市
消
防
の
旧
型
車
両

の
違
い
に
、
現
場
に
い
た
人
な

ら
ば
気
づ
い
た
と
思
う
。

　

ま
た
、
８
月
上
旬
、
利
根
川

に
釣
り
人
が
転
落
し
た
際
も
、

我
孫
子
市
消
防
は
丈
夫
で
安
定

性
の
あ
る
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ト
、

取
手
市
は
安
定
性
の
悪
い
ア
ル

ミ
製
ボ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

消
防
車
両
や
施
設
、
装
備
品

の
更
新
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
二
人
一
組
で
行
う
潜

水
機
材
は
幾
つ
あ
る
の
か
。

市
長　

取
手
市
は
、
人
口
に
対

す
る
消
防
職
員
の
数
が
我
孫
子

市
よ
り
も
多
い
。
宮
和
田
消
防

署
再
編
な
ど
に
よ
り
、
消
防
職

員
一
人
当
た
り
の
市
民
の
数
を

増
や
す
努
力
を
し
な
が
ら
、
そ

の
行
革
の
効
果
を
施
設
や
装
備

の
近
代
化
に
努
め
て
い
く
。

消
防
長　

ポ
ン
プ
車
13
年
、
高

規
格
救
急
車
10
年
な
ど
の
基
準

が
あ
る
が
、
更
新
さ
れ
て
い
な

い
。
整
備
計
画
に
基
づ
き
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

取手市民会館

優
先
順
位
を
決
め
た
い
。

※
ハ
ツ
リ
…
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

を
削
り
取
る
作
業
。

答　

も
う
少
し
情
報
収
集
を
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
潜
水
セ
ッ
ト
は
３
人

分
保
有
し
て
い
る
。

知
恵
を
集
め
る
機
関
を

東
急
ビ
ル
問
題

髙
木　

晶あ
き
ら　

議
員

問　

私
た
ち
日
本
共
産
党
議

員
団
は
、
東
急
ビ
ル
の
早
期
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
関

し
て
緊
急
提
案
を
市
長
に
行
っ

た
。
具
体
的
な
検
討
は
し
た
の

か
。

反
問
（
市
長
）　

買
い
物
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
く
れ

と
い
う
立
場
な
の
か
、
そ
れ
と

も
商
業
ビ
ル
と
し
て
の
東
急
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
な
の
か
。

反
問
に
対
す
る
答
（
髙
木
）　

取
手
の
商
工
行
政
、地
域
経
済
、

市
民
の
買
い
物
環
境
を
守
る
こ

と
が
大
前
提
で
、
そ
の
上
で
東

急
ビ
ル
の
存
続
を
図
る
立
場
。

問　

そ
の
た
め
に
、商
工
団
体
、

東
急
関
係
権
利
者
、
消
費
者
、

行
政
な
ど
で
協
議
機
関
を
設
置

し
て
、
知
恵
を
寄
せ
集
め
て
は

ど
う
か
と
提
案
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

ま
ず

は
地
権
者
と
話
を
し
て
、
そ
れ

で
今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
料
を
引

き
下
げ
る
条
件
と
し
て
、
固
定

資
産
税
の
減
免
を
提
案
す
る
。

財
政
部
長　

税
の
公
平
な
賦
課

の
観
点
か
ら
も
考
え
に
く
い
。

市
長　

ビ
ル
の
賃
料
設
定
や

利
用
形
態
等
は
、
地
権
者
が
議

論
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
市
民

を
入
れ
た
協
議
会
の
よ
う
な
中

で
地
権
者
と
一
緒
に
話
を
し
て

も
、
機
能
す
る
は
ず
が
な
い
。

議
員
を
辞
職　

髙
木　

晶
議
員

　

定
例
会
最
終
日
、
髙
木　

晶

議
員
か
ら
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
取
手
市
議
会
議
員
を
辞

職
し
た
い
と
の
願
い
が
提
出
さ

れ
、
議
会
は
賛
成
多
数
に
よ
っ

て
、
辞
職
を
許
可
し
ま
し
た
。

野
口
利り

枝え

子こ

議
員

福
祉
厚
生⇒

建
設
経
済

　

定
例
会
最
終
日
、
野
口
利
枝

子
議
員
か
ら
、
福
祉
厚
生
常
任

委
員
か
ら
建
設
経
済
常
任
委
員

へ
の
変
更
の
申
し
出
が
あ
り
、

議
長
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し

た
。

副
議
長
に　
　
　

佐
藤　

隆り
ゅ
う

治じ

議
員

　

定
例
会
中
の
９
月
13
日
、
細

谷
副
議
長
か
ら
、
一
身
上
の
都

合
に
よ
り
、
副
議
長
を
辞
職
し

た
い
と
の
願
い
が
提
出
さ
れ
、

議
会
は
賛
成
多
数
に
よ
っ
て
許

可
し
ま
し
た
。

　

辞
職
後
、
直
ち
に
副
議
長
の

選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
佐
藤
隆

治
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

〔
副
議
長
選
挙
の
結
果
〕

佐
藤　

隆
治
14
票
（
当
選
）

小
泉
眞
理
子
６
票

齋
藤　

久
代
４
票

澤さ
わ
 
べ部　

利
勝
１
票

平　
　

由ゆ
う
 
こ子

１
票

無
効
投
票　

１
票

〔
就
任
あ
い
さ
つ
〕

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
よ
り
身

近
な
問
題
を
中
心
に
、
２
期
７

年
の
議
員
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
、
経
済
の
課
題
も

多
い
中
、
議
会
の
責
任
を
果
た

し
、
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
同
僚
議
員
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
岡
部
議
長
と

共
に
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 副議長

佐 藤 隆 治




